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合
同
会
議
は
平
成
２６
年
９
月

１３
日
（
金
）
に
組
合
会
議
室
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

（
以
下
、
敬
称
略
）

【
出
席
者
】﹇
理
事
﹈
矢
部
、
瀧

山
、
葭
原
、
渡
邉
（
尚
）、井

上
、
桑
原
、
山
下
、
堀
越
、
狩

野
、
伊
藤
、
渡
部
、
土
屋
、
西

川
、
小
林
﹇
支
部
長
﹈
加
藤
、

中
川
、
松
本
、
古
澤
、
佐
藤

【
欠
席
者
】﹇
理
事
﹈
井
口
、
長

岐
、
澄
川
﹇
支
部
長
﹈
綾
井
、

斗
澤
、
宮
崎
（
和
）

理
事
長
挨
拶

「
勝
俣
相
談
役
か
ら
外
国
人
実

習
生
に
つ
い
て
、
あ
る
方
か
ら

話
を
聞
い
て
も
ら
え
な
い
か
と

相
談
を
受
け
ま
し
た
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
﹇
理
事
一

同
、
特
に
異
議
な
し
﹈

で
は
、
１１
月
に
行
な
わ
れ
る

理
事
会
に
て
１５
分
程
度
、
話
を

聞
く
こ
と
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
、
組
合
員
加
入
促
進

の
件
に
つ
い
て
四
役
会
に
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
で
は
本
日
は
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

（
こ
こ
で
本
日
の
座
長
に
瀧
山

副
理
事
長
が
指
名
さ
れ
、
以
下

の
報
告
と
提
案
が
あ
っ
た
。）

○
議
題

・
各
部
よ
り
提
案
と
報
告

広
報
部
（
理
事
長
）
東
タ
煉
協

報
２
３
６
号
発
行
の
報
告
と
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
東
タ
煉
協
報
と

技
能
検
定
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
内
容
の
説
明
。

技
術
部
（
桑
原
）
�
８
月
７
日

（
木
）
〜
８
日
（
金
）
に
技
能

検
定
実
技
試
験
が
行
な
わ
れ
、

受
検
者
数
は
１
級
４３
名
、
２
級

２４
名
で
、
当
日
欠
席
者
は
１
級

３
名
、
２
級
７
名
で
し
た
。

（
瀧
山
）
１
級
の
課
題
が
改
訂

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
合
格
率
は

厳
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
て
い
ま
す
。

経
理
部
（
渡
辺
）
８
月
末
の
決

算
は
、
ほ
ぼ
予
算
通
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

資
材
部
（
渡
部
）

年
間
９０
万

円
の
利
益
目
標
で
す
が
、
８
月

末
現
在
３１
万
円
の
達
成
で
し

た
。

厚
生
部
（
山
下
）
ゴ
ル
フ
の
８０

回
記
念
大
会
は
１１
月
７
日
に
一

泊
で
行
な
い
ま
す
。

事
業
部
（
狩
野
）
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
組
合
加
入
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
掲
載
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

組
織
部
（
井
上
）
組
合
加
入
の

た
め
の
活
動
に
協
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

総
務
部
（
葭
原
）
９
月
２６
日

（
金
）
に
深
川
不
動
に
て
安
全

祈
願
を
行
な
い
ま
す
。
参
加
さ

れ
る
方
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で

に
現
地
に
集
合
し
て
く
だ
さ

い
。
次
回
合
同
会
議
は
１１
月
１３

日
（
木
）
で
す
。
修
了
後
に
懇

親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

・
各
支
部
よ
り
の
提
案
と
報
告

文
京
（
中
川
）
８
月
１
日
に
新

宿
杉
並
支
部
会
と
合
同
で
支
部

会
を
行
な
い
ま
し
た
。
次
回
は

１０
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

新
宿
杉
並
（
矢
部
）
同
右
。
会

場
は
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
暑
気

払
い
を
兼
ね
て
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

墨
田
（
斗
澤
）
豊
島
支
部
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

豊
島
（
加
藤
）
７
月
１７
日
の
支

部
会
は
菊
池
氏
の
送
別
を
兼
ね

て
行
な
い
ま
し
た
。
今
月
の
支

部
会
は
９
月
１７
日
に
行
な
い
ま

す
。

練
馬
板
橋
（
古
澤
）
８
月
７
日

に
納
涼
会
を
兼
ね
て
支
部
会
を

屋
形
船
で
行
な
い
ま
し
た
。

北
（
小
林
）
７
月
２６
日
に
支
部

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

品
川
大
田
（
松
本
）
８
月
２１
日

に
支
部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

足
立
（
佐
藤
）
８
月
１９
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
１１
月

の
熱
海
温
泉
旅
行
が
決
ま
り
ま

し
た
。

こ
こ
で
座
長
よ
り
理
事
長
に

交
代
、
合
同
会
議
を
終
了
し

た
。

組
合
員
加
入
促
進
の
件
に
つ
い
て

四
役
会
に
て
検
討
�

第
３
回
理
事
・
支
部
長
合
同
会
議

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
深
川
不

動
堂
（
東
京
都
江
東
区
富
岡
／

地
下
鉄
門
前
仲
町
よ
り
す
ぐ
）

の
護
摩
祈
願
を
９
月
２６
日

（
金
）
午
後
５
時
よ
り
受
け
て

き
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
矢
部
理
事
長
を

筆
頭
に
役
員
・
事
務
局
長
の
４

名
で
、
タ
イ
ル
業
界
の
活
性
化

と
工
事
お
よ
び
技
能
工
の
安
全

を
祈
願
し
、
本
殿
で
お
祓
い
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
春
の
消
費
増
税
に
よ
る
景

気
後
退
と
政
権
内
の
ゴ
タ
ゴ
タ

に
よ
っ
て
政
治
・
経
済
に
陰
り

が
出
て
来
て
お
り
、
仕
事
の
方

も
不
透
明
感
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
タ
イ
ル
業
界
の
復
興
と

仕
事
の
安
全
を
祈
願
し
、
護
摩

を
焚
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

響
き
わ
た
る
大
太
鼓
の
音
は
新

た
な
意
欲
を
湧
き
立
た
せ
て
く

れ
る
よ
う
で
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
し
た
。

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
、
こ
れ

か
ら
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
少
し

で
も
タ
イ
ル
の
上
昇
気
流
を
念

じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

深
川
不
動
堂
は
、
成
田
山
新

勝
寺
東
京
別
院
を
称
す
る
由
緒

あ
る
不
動
堂
で
、
不
動
尊
信
仰

の
広
ま
っ
た
江
戸
・
元
禄
時
代

に
ご
開
帳
の
起
源
を
も
ち
ま

す
。
厳
か
な
気
持
ち
で
平
成
２６

年
度
も
無
事
に
過
ご
せ
る
よ

う
、
祈
念
し
ま
し
た
。

深
川
不
動
堂
に
て

安
全
祈
願

東
タ
協
平
成
２７
年
新
年
賀
詞
交
歓
会

日
時

１
月
２１
日
（
水
）

午
後
５
時
３０
分
受
付
、
６
時
開
宴

場
所

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
中
野
）

（
�
０
３・

３
３
８
８・

１
１
６
６
）

会
費

組
合
員
お
一
人
様

八
千
円

※
奮
っ
て
ご
参
加
を
�
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